
専門看護師・認定看護師から宮崎県民の皆様へ Vol.38

認知症の『もの盗られ妄想』について
古賀総合病院 認知症看護認定看護師 野﨑 当

認知症、と聞くと介護の大変さを連想される方は少なくありません。日頃から対応されて
いる方々は本当にお疲れ様です。特に「私の財布を盗んだでしょ！」「あのブラウス高かっ
たのに、返してよ！」などと言われる【もの盗られ妄想】は介護負担となる症状のひとつ。
なぜ何も盗られていないのに他人を疑ってしまうのでしょう。

まず、みなさんの財布の中身が急に減ったら、「買い物に行ったなー」「町会費を集めに
来たなー」とお金を出した“記憶”を思い出すことでお金が減っても納得されると思います。
しかし認知症の方の場合、お金を出した【“記憶”が抜け落ちて】減ったことにいつまでも
納得できません。お洋服も同様に、クリーニングや衣替えをした“記憶”がなく「家の外に
は出してないのだから、誰かに盗られた！」という解釈となります。

次に、なぜ献身的に世話している人を犯人と思い込むのでしょうか。人は一方的に世話を
焼かれると申し訳なさや不甲斐なさが芽生えます。これが長期的になると次第に自分自身の
存在意義（価値）が下がったように感じるので、どうにか周りと対等な存在でいたいと思い、
相手を加害者だと思い込むことで自分を優位な立場（守られるべき存在）に置き換えている、
という見方があります。

対応のポイントとして…
①探し物は一緒に探して本人に発見してもらう。
先に介護者が見つけてしまうと「やっぱり盗った犯人だから在処を知っていたのね！」と
逆効果になります。もし先に見つけたら本人の目につきやすい場所に出しておくと良いで
しょう。
②失敗を責めることはせず、家族としての役割を担ってもらう。
何らかの失敗をして気まずい空気になるのは認知症の方も当然理解しています。責めるの
ではなく次に成功できるような手助けや工夫を考えましょう。また、本人さんができる家事
や作業をお任せしつつ、感謝の言葉を何度も伝えると存在意義が低下することなく健やかな
生活を送れると思います。

※イラスト引用【HUMAN PICTOGRAM 2.0】
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